
　みなさんはじめまして！　この度、

『ぽけ☆ま』の編集をつとめさせていた

だくことになりました、ピラフと申し

ます。

　記念すべき第一号ですが、いきなり

僕の方からは本を一冊紹介させて頂こ

うと思います。題名はこちら、『ミミズ

クと夜の王』です。紅玉いづきさんの

作品で、ジャンルはファンタジーです。

なぜこの本を紹介するかというと……

泣けるからです。激感動します。僕は

涙腺崩壊しました。

『ミミズクと夜の王』

紅玉いづき　著

（メディアワークス）　J913.6ｺ

　少女の小さい願いが、夜の王の深く

大きい心が、少年の大きい勇気が、親

の愛情が、いろいろなものがつまって

いる作品です。

　今年まだ泣いていないという人、ぜ

ひこの本を読んで初泣きをしてみて下

さい。

　この本は中央図書館にもあるので手

に取って頂けたら幸いです。

　ではまた次回、お会いしましょう。

ミミズクと名のる少女がとある森で夜

の王に出会います。森での暮らしは不

思議なことばかりでしたが、ミミズク

はささやかな幸せを感じていました。

あるとき、森の隣りの国の王が夜の国

の魔王討伐を企てていることを知り、

物語は大きく展開します。

text by PIRAFU

　こんにちは本の虫ユウです。

　『ぽけ☆ま』 創刊号と言うことで、 今日は本のこ

とでなく好きな映画の話をしたいと思います。 私

の好きな映画は、 宮崎駿監督作 『ルパン三世　

カリオストロの城』 です 。 もともとこの映画は私の

父が好きだったんです。 何十回も一緒に見てい

るうちに私も好きになりました。 『カリオストロの城』

はルパン三世の心地の良いかっこよさを詰め込ん

だ作品だと思います。 結構他の作品だとルパン

三世のダーティーな部分がクローズアップされが

ちですが、 この作品を含め宮崎駿監督のルパン

三世だとカラッとしていて、 知恵と勇気を使い、

悪と戦うヒーローの構図が強いです。

　私が 『カリオストロの城』 の中で 1 番好きなシー

ンは、 ルパンがクラリス ( とらわれの身の姫君 )

の部屋に 1 番最初に入る時の、 「泥棒は女の子

が信じてくれたら空を飛ぶことだって湖の水を飲み

干すことだってできるのに」 というセリフを言ってか

ら、 手品で手から花を出したルパンがクラリスと笑

いあうシーンです。 ものすごく幸福な気持ちにな

れるんです。 とらわれの身のクラリスがつかの間

の、 本当に心から笑える瞬間なんだってことが感

じられて良いなぁと思うんです。

　『カリオストロの城』 の 1 番の魅力は童話みたい

なところだと思います。 辛い思いをしてる女の子

がいて、 それを助ける役割の男の人、 つまり騎

士は姫を助け出し、 悪を退治するという構図で、

その話を全部童話のように美しく描いているところ

ですね。 でも、 ルパン三世だから一筋縄ではい

かない。 普通の童話だったら、 姫と騎士はいつ

までも一緒に幸せに暮らしました、 となるところを、

ルパンはクラリスを助け出したら、 カリオストロ公

国を去ってしまう。 ルパンは自分が裏社会にどっ

ぷりと浸かっているから、 潔く身を引いてしまう。

そこが宮崎駿監督がこの作品に込めたルパン三

世らしさと思いました。

　私はふとした時にこの 『カリオストロの城』 を思

い出します。 そういう時のために、 徳間アニメ絵

本を持っています。 映画を見ないときはそれを広

げて見ています。 とてもじっくりと、 自分だけの世

界に浸れます。

　みなさんにも、 ふと思い出して無性に見たくなる

映画はありますか。

『ルパン三世　

カリオストロの城』

（1979 年）

監督 ： 宮崎駿

原作 ： モンキーパンチ

音楽 ： 大野雄二

声優 ： 山田康夫

増山江威子ほか
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